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This study examined the factors affecting participation in international training for Japanese 
medical students. The purpose of this study is to fill the gap between the existing research on self-
initiated expatriates and that of college students. Also, we use computer-aided qualitative analysis 
test analysis to analyze the interviews objectively and comprehensively. The clusters were extracted. 
They were three types of motivation （skills, study abroad, timing）, two goals （skills, cross-cultural 


















を志望する海外駐在員 Self-initiated expatriates （以下、SIEs）と類似している。
国際経営分野において、グローバルリーダーシップに関する理論及び実証研究は多くの蓄積がある。
そのうち、海外駐在員に関する研究分野では、自分の意思で海外赴任を決める SIEs に着目した研究も
増えている（Noeleen et. al, 2011, Tharenou & Caulfield, 2010）。これら研究では、自ら海外赴任を志願
した SIEs の方が、所属組織から指名された海外駐在員よりも、異文化適応力が高く、駐在地で成功す
る可能性が高いと述べてられている。一方で、グローバルリーダーシップ育成に関して、就業前の海外
留学など個人的な海外経験の有意性を研究する文献も多い（松原・薛・李・姜 , 2008, 船津・堀田 , 



















SIEs に特徴的な動機づけだと述べている。Chen, Kirkman, Kim, Farh & Tangirala（2010）は Cultural 
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Intelligence（CQ）のうち動機づけ CQ 尺度を SIEs の意思決定要因としている。この動機づけ CQ 尺
度は次の 5 つの質問から構成されている。「 1 ．私は異文化の人々と交流するのが好きだ。2. 私は自分
に馴染みのない文化で地元の人々と交流することができる。3. 私は新しい文化に適応するストレスに対
処することができる。4. 私は自分に馴染みのない文化の中で生活することを楽しめる。5. 私は異なる文
化での買い物環境に慣れることができる（筆者訳）」（Ang, Van Dyne, Koh, Ng, Templer, Tay, & 
Chandrasekar, 2007）。Inkson, Arthur, Pringle & Barry（1997）は上記に挙がった要因以外に、「好奇心」
「新たなことを学びたいという欲求」「過去・現在の状況からの逃避」などを挙げている。




























男：14人 23歳：11人 有： 0 人





1, 2, 3 20分
4, 5, 6, 7, 8, 9 38分
10, 11, 12, 13, 14 48分
15, 16, 17 28分
18, 19, 20, 21, 22 26分
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ビューの構成は（表 1 ）（表 2 ）に記載している。
4 − 2 ．計量テキスト分析











全体像や概観を描くのに適している」（p. 6）ことの 2 点を挙げている。
5 ．分析結果
まず、参加学生のインタビューの中でどんな言葉が何回出現していたかを調べた。KH Coder は、「助
詞や助動詞など、どのような文の中にでも出現する一般的な語を省き」（樋口 , 2014, p. 68）、「活用をも
つ語は基本形に直して抽出するので、例えば『多ければ』『多くて』『多い』『多かった』といった記述
がデータ中にあった場合，KH Coder は『多い』という語が 4 回出現していたものと見なす」（樋口 , 
2014, p. 21）。このような KH Coder の処理によってインタビュー全体で延べ20,275語、1,662種類の語が
抽出された。その後、語と語の結びつきを探索するために階層的クラスター分析を行った。
インタビューデータは 6 つのクラスターに分類された（表 3 ）。クラスター 1 から 3 までの 3 つが海
外実習参加の動機づけに関するもの、クラスター 4 が海外実習参加に臨む期待と不安、クラスター 5 と
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